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水引地区から避難先施設までの経路
みず ひき
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第２経路
（県道338号または県道44号）→国道３号→

（（南九州道（薩摩川内都ＩＣ～市来ＩＣ）または
（県道42号→国道328号））→国道３号→国道10号

第３経路
（（県道44号→県道338号）または国道3号）→
（（ｸﾞﾘｰﾝﾛｰﾄﾞ→国道328号）または（国道3号
→国道267号））→国道504号→県道56号→
県道55号→国道10号PAZ内

地域
人口

うちﾊﾞｽ避難者数

水引地区 2,376人 436人
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【バス避難集合場所】

川底自治公民館

【バス避難集合場所】

水引小学校

【バス避難集合場所】

水引中学校

【バス避難集合場所】

港地区総合体育館

【バス避難集合場所】

平島集会所
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避難先：鹿児島市

鹿児島県文化ｾﾝﾀｰ

（宝山ﾎｰﾙ）
かごしま県民交流ｾﾝﾀｰ

県立図書館本館

 地区毎にあらかじめ避難経路を設定。自然災害等により避難経路が使用できない場合は、他のﾙｰﾄ
を活用し避難を実施。

 自家用車で避難できない住民は、徒歩等でバス避難集合場所に集まり、鹿児島県等が配車した車
両で避難先まで避難を実施。

第１経路
県道338号→国道3号→南九州道（薩摩川内水引

ＩＣ～建部ＩＣ）→県道24号→国道225号→県道216
号→県道214号→国道58号

【バス避難集合場所】

網津集会所
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峰山地区から避難先施設までの経路

避難先：鹿児島市

鹿児島盲学校

開陽高等学校

鹿児島南高等学校

第３経路
県道43号→国道3号→国道267号→
国道504号→県道51号→県道42号→
国道10号→国道225号→県道20号
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みね やま

ＰＡＺ

ＵＰＺ

3

51

42

267

第２経路
県道43号→（南九州道（薩摩川内高江ＩＣ～市来ＩＣ）または国道3号）
→国道270号→県道22号→県道20号

第１経路
県道43号→南九州道（薩摩川内高江ＩＣ～鹿児島ＩＣ）

→指宿有料道路（鹿児島ＩＣ～谷山ＩＣ）→県道20号
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【バス避難集合場所】

瀬戸地公民館

【バス避難集合場所】

上高江自治公民館

【バス避難集合場所】

高江中学校

【バス避難集合場所】

峰山地区コミュニティセンター
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【バス避難集合場所】

高江住宅集会所

 地区毎にあらかじめ避難経路を設定。自然災害等により避難経路が使用できない場合は、他のﾙｰﾄ
を活用し避難を実施。

 自家用車で避難できない住民は、徒歩等でバス避難集合場所に集まり、鹿児島県等が配車した車
両で避難先まで避難を実施。

22 20

PAZ内
地域

人口
うちﾊﾞｽ避難者数

峰山地区 1,195人 154人
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避難を円滑に行うための対応策①

 PAZ及びUPZ内の住民の車両による避難を円滑に行うため、ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰからの映像伝送等により道路
渋滞を把握し、鹿児島県・関係市町及び県警察による避難車両の誘導や、主要交差点等における
交通整理・誘導・規制、「道路情報板」等を活用した広報等の交通対策を行う。

さつま町山崎

港町交差点 水引町

木場茶屋
こ ば ん ち ゃ や

みずひきちょう

ＵＰＺ

出水市 米ノ津

出水市広瀬橋北口

さつま町 山崎三文字

薩摩川内市 日之丸

薩摩川内市R267入口

(大小路町交差点)

薩摩川内市川内駅入口

(川内駅交差点)

日置市 日置帆の港

川内港入口交差点

御陵下
ごりょう した

やまさき

【ﾍﾘによる映像伝送】

道路渋滞状況を把握し、避
難誘導・交通規制

【避難誘導ｲﾒｰｼﾞ】

主要交差点にて実施

凡例

：突発対応型信号機設置箇所

：道路情報板及び交通情報板
設置箇所

：交通誘導を行う主な交差点

薩摩川内市国分寺町

（川内中郷R3向け）

川内地域における交通対策

交通広報
対 策

・道路管理者が管理する 「道路情報
板」及び県警察が管理する「交通情報
板」を活用した広報

・日本道路交通情報センター（JARTIC）
が行うラジオ放送、交通情報提供シス
テム（AMIS）を利用したカーナビへの
情報提供による広報

交通規制
対 策

・突発対応型信号機に遠隔介入し、原子

力発電所方向への車両等の進入を抑制

するほか、混雑発生交差点における信

号機操作、混雑エリアでの交通整理・誘

導・規制等による円滑な交通流の確保

・停電による信号機の滅灯等の事態が発

生した場合には、可搬式発動発電機等に

よる応急復旧、警察官による交通規制等

により対応

河口大橋南
側交差点

ＰＡＺ
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道路渋滞
把握対策

・ヘリテレ伝送システムを活用し、道路
渋滞の把握を実施

交通誘導
対 策

・避難区域及び外周の主要交差点等にお
ける県・市町職員や県警察職員等の交
通整理により、円滑な避難誘導を実施

そ の 他

・避難経路上の改善を行う等の原子力災
害時避難円滑モデル実証事業の成果を
活用し、原子力災害時における住民等
の避難をより円滑に実施
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：原子力災害時避難円滑化モデ
ル実証事業実施場所

藤本工区

大中工区

かこうおおはしみなみ



避難を円滑に行うための対応策②

 薩摩川内市では、 PAZ内4地区における自家用車避難を円滑に行うため、対象となる住民へ避難車

両を識別するための「避難車両ｼｰﾙ」を配布。
 鹿児島県及び関係市町では、自家用車による避難誘導を適切に行うため、避難誘導のための案内

板を緊急時に避難経路上に設置。

 薩摩川内市は、地区ごとの避難経路図を作成し、薩摩川内市内の各戸に配布済。

 鹿児島県は、「原子力だより」等による広報活動を実施。「原子力だより」では，原子力防災の取組み
や川内原子力発電所周辺の環境放射線の調査結果などを紹介し，年３回程度発行。

さ つ ま せ ん だ い し

避難車両シール
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薩摩川内市が全戸配布している
避難経路図

原子力だよりかごしま
を年に３回程度発行

さ つ ま せ ん だ い し

さ つ ま せ ん だ い し さ つ ま せ ん だ い し


